一般社団法人光市医師会規則
光市医師会会費規則
（1）本規則は、光市医師会会費を定める

１．会　費

（2）光市医師会のA会員は、会費月額10,000円を、又、B会員は月額5,000円賦課する。但し、C会員は会費を賦課しない。

（3）疾病その他特別の事由により、会費の徴収が不適当と認められる会員には、当該会員の申請により、理事会の議決を経て、会費の徴収について、減免の処置をとることができる。

（4）会費は入会した当月より徴収し、退会の場合は、当月分を徴収しない。但し、既に納入したものは、返却しない。

（附　則）

１．この規則を改める場合は、総会の承認を要するものとする。
２．この規則は定款附則１に規定する登記の日から施行する。

３．この規則施行前の社団法人光市医師会会費規則は廃止する。

光市医師会入会金規則

（目的）

１．本規則は、光市医師会入会金に関する規則を定める。

　　入会金は光市医師会会計に充当する。

(入会金)

２．光市医師会に入会するものは、次のとおり入会金を光市医師会に納入しなければならない。

　　　（1）A会員として入会する場合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100万円

　　　（2）B会員として入会する場合　　　　　　　　　　　　　　納入を必要としない
　　　（3）B会員又はC会員である者が、A会員に変更して医療施設の開設者、

管理者等となる場合　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100万円

　　　　　
３．入会金の納入は一括又は1年以内に分納する。

４．上記以外の事項が生じた場合は理事会で決定する。

（附　則）

１．この規則を改める場合は、総会の承認を要するものとする。
２．この規則は定款附則１に規定する登記の日から施行する。

３．この規則施行前の社団法人光市医師会入会金規則は廃止する。

光市医師会表彰・互助規則

（目的）

１．本規則は、本会の功労のあったものを表彰、感謝すること、並びに本会会員の相互扶助について必要な事項を定める。

（表彰）

２．本会の役、職員でその職を辞任するとき、次の各項に該当する場合は記念品を贈る。

　　　（1）4年以上本会の会長の職にありたるもの。

　　　（2）6年以上本会の副会長の職にありたるもの。

　　　（3）8年以上本会の理事の職にありたるもの。

　　　（4）10年以上、本会の役員、職員にありたるもの。

　　　　　　但し、既表彰者が再任した場合は新たに起算する。

３．本会は、次の各項に該当するものに表彰（感謝状）及び記念品を贈る。

　　　（1）本会の事業にたいし、その功労が特に顕著であると認められるもの。

　　　

（慶祝）

４．本会会員は古稀及び傘寿に達した場合、お祝いを贈って長寿を祝福する。

（見舞金）

５．本会会員が疾病、傷病、その他の不慮の事故等のため引き続き14日を超えて、休業した場合は、理事会に於いて審議し見舞金を贈る。金額は理事会において決定する。
（弔慰金）

６．本会会員が死亡した場合は本会よりは弔慰金として100,000円及び花輪1対を贈る。又、本会会員の両親及び配偶者が死亡した場合は本会より花輪料を贈る。

（附　則）

１．表彰（感謝状）、見舞、弔慰については、会長が理事会に諮って行う。

　　急施を要する場合は専決処分することができる。この場合はすみやかに理事会の承認を求めなければならない。
２．この規則を改める場合は総会の承認を要するものとする。
３．この規則は定款附則１に規定する登記の日から施行する。

４．この規則施行前の社団法人光市医師会表彰・互助規則は廃止する。
光市医師会出張費規則

１．本規則は、光市医師会出張費に関する規則を定める。
２．光市医師会員及び職員が光市医師会を代表して、出張する場合は出張費を支給する。

３．出張費は次の通りとする。

　　　（1）宿泊を要する出張の場合

　　　　　（イ）旅費

　　　　　　　　交通費の実費を支給する。

　　　　　（ロ）日当

　　　　　　　　山口県医師会旅費規程に準ず。

　　　　　（ハ）宿泊料

　　　　　　　　山口県医師会旅費規程に準ず。

　　　（2）宿泊を要しない場合

　　　　　（イ）交通費の実費を支給する。

　　　　　（ロ）理事会に於いて必要と認めた場合は日当を支給する。

（附　則）

１．この規則を改める場合は総会の承認を要するものとする。
２．この規則は定款附則１に規定する登記の日から施行する。

３．この規則施行前の社団法人光市医師会出張規則は廃止する。

